
『自ら伸びる子・共に生きる子の育成～かしこい子・たくましい子・さわやかな子～』 

  

  

  

  
  

                    

 
 

                ９月 12 日(月)に，空心菜の収穫に神龍湖に行きまし 

た。今年は，例年より早い収穫だったので，空心菜の状 

態も大変良かったです。ライオンズクラブのみなさんが，

神龍湖に浮かべているいかだを持ち上げてくださり，は

さみで収穫しました。一株ごとまとめて切るという経験

が無い子が多く，１本１本切り取っていました。稲刈り

や草刈りの経験のある子は，「一株ずつ切るんよ。」と話

すと，株を手に持って，上手にはさみで切っていました。 
 

 

空心菜を収穫した後，神龍湖周辺の清掃活動を 

行いました。当初は，神龍湖周辺のゴミ拾いをす 

ることにしていたのですが，思ったよりゴミが無 

かったので，三坂駐車場の草取りをしました。き 

れいになった駐車場を見て，みんなで感動しまし 

た。次回は，１２月に清掃活動を行う予定です。 

神龍湖の清掃活動は，代々行っています。昨年 

度は，神龍湖の中のゴミ拾いを行い，ペットボト 

ルや容器・包装などのプラスチック類や発泡スチ 

ロールなど，たくさんのゴミを集めたそうです。 

川から流れてきた生活ゴミが多かったらしく，深 

刻なゴミ事情が浮かび上がってきました。 
  

 
 

 

 

総合の時間に帝釈川漁業組合組合長の八谷さんと榧木さんが来て 

くださり，神龍湖や帝釈川に住む魚についてのお話を聴きました。 

神龍湖に住む主な魚は，ブラックバス・ブルーギル・コイ・オイカ 

ワ・ギンブナ・ゲンゴロウブナ・ワカサギなどです。１月から３月 

にかけ，ワカサギ釣りができ，１年中ブラックバス釣りができるそ 

うです。また，帝釈川（高光川）から神龍湖にかけ，５月から９月 

頃にかけ，ウナギやアユなども釣れるそうです。 

八谷さんのお話によると，「川や神龍湖に住む魚の種類が減ってきた。川の環境が変わってきているのが

原因だと思う。また，外国から入ってきた外来種の生き物や混合種の生き物が増えてきた。」と教えていた

だきました。 

   神石小学校３,４年生 
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